
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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12月15日、旧小高病院跡地に新たな小高診療所が完

成したことを受け、開所式および内覧会を開催しました。
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被災自治体News

雲雀ヶ原陸上競技場をメイン会場として、第34回野馬追の里健康マラソン大会・第16回ウ

オーキング大会が開催されました。

昨年は新型コロナウイルスの感染拡大の影響でオンラインでの開催となったことから、2年

ぶりの通常開催となり、約2500人が参加しました。

当日は、風が強いあいにくの天候となりましたが、参加者は沿道の拍手を受けながら、各自

のペースでゴールを目指していました。

５
12 日
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被災自治体News

市では、スマート農業技術の導入促進を目指し、11月に市役所本庁舎屋上に、市内全域を

カバーするGNSS固定基地局を整備しました。

GNSSはGPSなど人工衛星で高精度な位置情報を取得できる仕組みの総称で、市で設置し

た機器は半径20kmまで位置情報を送ることができ、市内全域をカバーしています。

このGNSSを使用した農業技術の体験実習が、12月7日に、福島イノベーション・コース

ト構想推進機構様主催、ヤンマーアグリジャパン株式会社様共催で、相馬農業高校生産環境科

の生徒達を対象として開催されました。

相馬農業高校の生徒たちは、午前中に市農政課職員からスマート農業や新規就農など市の取

り組みに関する説明を受けた後、午後から、実際にひばりが原農場において、ロボットトラク

ターの自動操舵やオート田植え機、ドローンなどを見学し、スマート農業への理解を深めてい

ました。

７
12 火
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市立総合病院附属小高診療所開所式

12月15日HP更新

市では、平成31年3月に策定した「南相馬市立病院病床再編計画」に基づき、令和元

年8月から市立総合病院附属小高診療所を設置しました。

12月15日、旧小高病院跡地に新たな小高診療所が完成したことを受け、開所式および

内覧会を開催しました。

将来の有床診療所としての活用可能性も踏まえ、レントゲン機器を新たに設置するなど、

医療機能を強化し、市民が安心して暮らせる医療環境を整備しました。

診療開始は12月16日（木）からとなります。

所在地

南相馬市小高区東町三丁目3番地の1

駐車場台数

38台

診療科

内科・外科

延床面積

565平方メートル

新棟: 411.77平方メートル（木造平屋建）

旧棟: 417.28平方メートルのうち153.23平方メートル（RC造平屋建）

旧棟のうち、診療行為を行う処置室・医療相談室など

被災自治体News
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南相馬市からのお知らせ

注意

問い合わせ 総合病院附属小高診療所 事務課 0244-44-2025TEL



避難指示区域別居住状況（11月30日現在）

12月14日HP更新

旧避難指示区域内の小高区および原町区の居住人口は、11月30日現在で4,353人と

なり、同区域内の住民登録人口（7,476人）に占める居住率は58．2パーセントになり

ました。

旧避難指示区域内の住民登録人口と居住人口の推移(11月30日現在)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkousuii_031130.pdf

避難指示区域別の世帯数と人口(11月30日現在)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkou_031130.pdf

問い合わせ 復興企画部 被災者支援課 被災者支援係 0244-24-5223TEL

被災自治体News

11月30日現在

問い合わせ 県民生活課 広域避難者支援係 025-282-1732TEL

市町村 人 数

新潟市 862

長岡市 200

三条市 62

柏崎市 482

新発田市 141

小千谷市 7

加茂市 9

十日町市 13

見附市 15

村上市 50

市町村 人 数

燕市 52

糸魚川市 3

妙高市 5

五泉市 16

上越市 24

阿賀野市 32

佐渡市 23

魚沼市 2

南魚沼市 5

胎内市 27

市町村 人 数

聖籠町 -

弥彦村 7

田上町 -

阿賀町 -

出雲崎町 -

湯沢町 7

津南町 -

刈羽村 23

関川村 -

粟島浦村 -

合 計 2,067

■市町村把握分

区 分 人 数

1 公営住宅・雇用促進住宅等 5

2 借上げ仮設住宅 32

3 賃貸住宅･持家･親戚知人宅等 2,030

1+2+3（市町村把握分） 2,067

4 病院 0

5 社会福祉施設 5

合 計 2,072

(前月 2,103) (前月 2,108)
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被災自治体News

年末年始における東京電力相談窓口の受付体制について

12月14日HP更新

令和3年度の年末年始における東京電力のコールセンターと相談窓口の受付時間は以下

のとおりとなります。

コールセンター

12月31日から1月3日が休みとなります。

＜末年始の受付時間＞

福島県内相談窓口

福島県内の相談窓口は12月29日から1月3日は休館です。

年明けは1月4日以降、各窓口の受付曜日と時間で通常どおり開館します。

ただし、各窓口ごとに受付曜日と時間が異なりますので、事前に確認ください。

福島県内相談窓口の一覧

https://www.tepco.co.jp/fukushima_hq/compensation/images/20200609.pdf

浪江町からのお知らせ

年 月日 時間

令和3年

12月28日（火） 午前9時～午後7時

12月29日（水） 午前9時～午後7時

12月30日（木） 午前9時～午後7時

12月31日（金） お休み

令和4年

1月1日（土・祝） お休み

1月2日（日） お休み

1月3日（月） お休み

1月4日（火） 午前9時～午後7時

問い合わせ 総務課 賠償支援係 0240-34-4638TEL

浜通り×さんじょうライフvol.5266



被災自治体News

東日本初！「空飛ぶクルマ」の無人実証飛行が
行われました

12月13日、福島ロボットテストフィールド浪江滑走路で、「空飛ぶクルマ」の実証飛行

が行われました。

今回の実証飛行は、岡山県倉敷市で「空飛ぶクルマ」の実用に向けた環境整備などを手掛

ける社団法人ＭＡＳＣ（マスク）が企画し、中国のＥｈａｎｇ社製の機体が使われました。

実証飛行で、「空飛ぶクルマ」は高さ25ｍまで浮上し、ゆっくりと浪江滑走路を飛行しま

した。

今回は、無人での実証飛行でしたが、ゆくゆくは人やモノを乗せ、観光や物流、防災・減

災の分野での活躍を目指しているとのこと。

今後、次世代へ向けた新たな取組みが行われることが期待されます。

（情報統計係 及川）

動画

https://www.facebook.com/tsunagaro.namie/videos/450562503241911/
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被災自治体News

まち・なみ・まるしぇに新店舗がオープン！
浪江町役場のとなりに、仮設商店街があるのはご存知

でしょうか。

仮設商店街「まち・なみ・まるしぇ」は、2017年3月

の浪江町の一部避難指示解除に合わせ、町民の皆さん

に“憩いの場”を提供するために2016年10月に完成し

ました。

その後、2020年7月にクローズしましたが、「新しい

浪江町を創り上げていく拠点」として再開しました。

再開前から営業している「ミッセなみえ」さんや「リラクア」さんのほかに、チャレンジ

ショップ4店舗がオープンし、再びにぎわいをみせています。

おむすび専門店やお弁当屋さん、カフェなど、多彩な飲食店が営業しています。

町公式YouTube「なみえチャンネル」では、チャレンジショップの紹介をしています。

「ハートフルきっちん」さん → https://youtu.be/514TrT9H4K0

「リサイクルギャラリー ブックカフェ り庵」さん

→ https://youtu.be/IE-cXZY3ceg

今後、「おむすび専門店えん」さんや「なみえのすみっこcafeおひさま食堂」さんなども

紹介していきます。 （情報統計係 及川）
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被災自治体News

双葉町 「ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊」の実施について

12月9日HP更新

10月26日から11月27日にかけて、町政懇談会を県内外１１会場で１２回開催し、準

備宿泊を開始するにあたっての疑問点や要望などをいただいたところです。

今回の町政懇談会を通じ、町民の皆さんから、おおむね理解を得られたことを受け、町

民の代表である町議会に、12月9日の町議会全員協議会の場で説明をさせていただき、

了解を得られたことから、国と協議を行い、下記の日程で準備宿泊を開始することを決定

しました。

準備宿泊の期間

令和4年1月20日（木）～特定復興再生拠点区域の避難指示解除日

コールセンター受け付け開始日

令和4年1月4日（火）

準備宿泊の事前登録の詳細などが記載されている準備宿泊全般に関する説明資料を、

町と原子力災害現地対策本部から町民の皆さんの世帯にダイレクトメールで郵送しま

すので、ご確認ください。

また、準備宿泊のしおりは、広報ふたば１月号に同封を予定しています。

双葉町における「ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊」の実施について

（経済産業省ホームページ）

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hutabamachi-junbisyukuhaku-211209.html
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双葉町からのお知らせ

問い合わせ 住民生活課 0246-84-5206TEL



被災自治体News

【新型コロナ】知事メッセージ

12月10日HP更新

福島県からのお知らせ
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全国においては、１日の新規感染者数が１００人程度で推移しており、落ち着いた状況

が続いています。

本県においては、１２月７日に４人の新規感染者が確認され、既に１１月の累計新規感

染者数を上回ったものの、今のところ散発的な発生にとどまっております。

改めて、医師や看護師、保健師の皆様をはじめ、医療関係者の皆様が、感染症対策や医

療の現場で懸命に御対応を頂いていることに、深く感謝を申し上げます。

また、県民の皆様、事業者の皆様には、感染拡大の防止に向け、あらゆる場面で御協力

を頂いており、心から御礼を申し上げます。

「オミクロン株」については、懸念すべき変異株として位置付けられ、厳重な警戒態勢

がとられています。このオミクロン株は、これまでよりも感染力が高まることや、既存ワ

クチン効果の低減、再感染のリスクの増加などが懸念されており、仮に今後、感染が国内

において拡大した場合、第５波を超えるような危機的状況に陥る可能性もあります。

また、少なくはなりましたが、デルタ株による感染も依然として続いており、他県にお

いては、学校や保育所、工場や医療機関等でクラスターが発生するなど、いまだ予断を許

しません。

さらには、これから冬休みや年末年始にかけて、旅行や帰省など、長距離の移動が増加

することや、恒例行事、イベントなどによる人流の増加も予想され、感染のリスクは常に

身近に存在しています。引き続き、いつでも、どこでも、だれでも感染の可能性があると

いうことを心に留めて、行動していただくようお願いします。

デルタ株であっても、新たな変異株であっても、お一人お一人の基本的な感染対策の徹

底が重要であることは変わりません。これまでと同様に、マスクの正しい着用や、手指消

毒、こまめな換気、人との距離の確保などをお願いします。また、体調不良などの症状が

ある場合には、登校や出勤を控え、早めに医療機関へ相談、受診をしてください。

また、これから忘年会やクリスマスなど、会食の機会も増えることと思います。飲食の

際は、感染対策の徹底された飲食店を利用するとともに、感染リスクには十分注意してく

ださい。

感染拡大の波は、突然、かつ急激に襲ってきます。感染状況が落ち着いているからとい

って、決して油断することなく、感染の再拡大、リバウンドをさせないという強い思いを

共有し、感染対策への御理解、御協力をお願いします。

次ページへ続きます



被災自治体News

次に、保健・医療提供体制については、急激な感染拡大が生じた第５波の経験を踏まえ、

最大１，７００人の療養者を想定した体制構築を進めてまいりました。病床については最

大７９９床、宿泊療養施設は１施設増やし、最大６０３室の体制を構築することができま

した。

また、入院待機ステーションについても、県内における２か所目として、郡山市でも設

置準備を進めております。

医療関係者、民間事業者の皆様の御協力を頂き、体制の強化を図ることができました。

心より感謝を申し上げます。

県としては、県民の皆様の命と健康を守るため、保健・医療提供体制をしっかりと強化

し、備えてまいります。

県民の皆様、事業者の皆様におかれましても、決して気を緩めずに、基本的な感染対策

の徹底を、引き続き、よろしくお願いいたします。

問い合わせ 福祉保健部 地域医療課 024-521-7238TEL
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市町村名 世帯数 人数

小高区 15 37

原町区 3 3

南相馬市 計 18 40

浪江町 3 10

双葉町 1 3

郡山市 5 9

合 計 27 62

三条市に避難している
世帯数と人数(2021.12.16現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511
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交流ルームひばり通信

１２月・１月の『ひばり』
日 月 火 水 木 金 土

ひばりの年末年始のお休み
12/27～1/4

１２／１７ １８

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

ひばり休み ひばり休み
記念誌作成
打ち合わせ

ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １／１

ひばり休み ひばり休み ひばり休み ひばり休み ひばり休み

元日

ひばり休み

問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）
運営：さんじょう∞ふくしま「結」の会

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開設時間] 日・水 午前10時～午後1時

※さんじょう∞ふくしま「結」の会

避難者と三条市のボランティアの有志で組織している団体で、「交流ルームひばり」の運営を無償で

行っています。「交流ルームひばり」へお気軽にお立ち寄りください。

避難先住所等の届け出について

東日本大震災に伴い避難されている方で、次のような場合は、

全国避難者情報システム（避難者名簿）に登録されている内容を

変更する必要がありますので、ご連絡ください。

・転居したので住所が変わった（変わる予定である）

・家族構成が変わった（子が進学などで転出、帰還した家族がい

るなど）

・避難生活が終了した（避難の意思を有しなくなった）

連絡先
三条市 福祉課 福祉・公営住宅係

0256-34-5405TEL


